上手に節電ずるために 

ご家庭でたくさん電気を使う冷蔵庫。こんなことにもご注意を。 


冷ゃしすぎ 

うつ力、り半ドア 



1年間に家庭で使う電力の内訳 

(資源エネルギー斤平成11年推定実績) 


扉の開けずぎ 

食品の詰め込みずぎ 


愛情点検 


口 


■長年ご使用の冷蔵庫の点検を！ 

こんな現象は 
ありませんか 

■電源コード、プラブが異常に熱い。 

■電源コードに深い傷や変形がある。 
■焦げ臭いじおいがする。 t 

■冷蔵庫床面にいつも水がたまっている。 ■ 
■ピリピリと電気を感じる。 ^ 

■その他の異常や故障がある。 

故障や事故防止のため、コン t ントけら 
、 電源フうブをはす'して、むす'販売店じ、 

^ 点検*修理をご相談ください。費用など 
詳しいことは販売店じご相談ください。 

ノ 


廃棄時にごを意願います。 

2001年4月施行の家電リサイクルまでは、お客様がご使用済みのぶ蔵庫を廃棄される場合は、収集-運搬料金と 
再商品化等料金（リサイクル料金）をお支払いいただき、対象品を販売店や市巧村に適正に引き渡すことが求められ 
ています。 


お客様 


ち 


て 

購入店名 




購入年月日-購入店名 


電話 

( 

) 

を記入しておいてくだ 
さい。 サービスを依頼 

購入年月曰 

年 

ち 

曰 


されるときに便利です。 


^日立ホーム&ライフソリユーシヨン株式会社 

干1 05-8410 東京都港区西新橋 2-15-12 電話の 3) 3502-2111 


民 一 K 46 MPAM 


民 - K 40 MPAM 
民 - K 40 MPAML 
民一 KX 46 MPAM 


© 



曰立冷凍冷蔵庫 


取扱説明書 


HITACHI 

Inspire tne IMext 


お名 

■ に。際 1 綱齡师 n の□腳麵齡\麵 n 削思約欄齡剛回 II 回！!回嗦 
巧。[巡]■欄 PMILI 回に。脚® [MM 細 ||回|1回11回 令 



I I ホ_ム&ライフ 

I I VU ューシ3 ン 


この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。 
特に「安全上のご注意」は、ご使用前に必ずお読みください。 

取扱説明書は保証書と共 I こ大切 I こ保管してください。 






























































































































特長 


省エネ•スピード•鮮度 

■ジイジ！？冷蔵庸 



も新鮮冷蔵室 


つるあし、;で気で'みすみすしく保；居、新 
鮮冷蔵皇 

义 





ひ 5 びろ野菜室 


整理しやすく、取り出しやすい、 
いりまんなな野菜皇 


おあ 




独立ァ紹城 


給水タンクに水を入れ、冷蔵室に t ッ 
h するた'けで、おいしし、氷をたっぷり I 
ストック。 


レ 


•この説明書は R-K4 目 MPAM (ち開き）で説明してい 


ますげ、 R-K46MPAML (左開き） •R-K40MPAM 
(ち開き） •R-K40MPAML (左開き） •R-KX4 目 MPAM 
(ち開き ) ち使用方法は同じです。 



•製品は改良のため、写真と相違することげあります。 


A 


切替室 


く 5 しじ台わせて貪品を 目 宁屬、ワイン•冷顧•チ 
ルド-氷 温- パーシゎル•ソフト冷凍-冷凍に切 
り誓えることができます。 



. 2 段フリ-紀 ) 


食品ごとに使し、分けて、たつぷり収納できる2段 


フリ_ヴ_ 
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活用ガイド（食品貯蔵期間の目ち) 
上手な活用のしかた- 


移動•運搬のしかた 
仕様/消費電力量について/;ち凍室の性能 
故障かな？!と思った5— 

保証とアフターサービス 
お客様ご相談窓 □ - 


部品のはずしかた-取り付けかた 
お手入れのしかた- 


使いはじめ 


安全上のご注意 (必ずお守りください) 
こんなときは （ r 停電したときは」など) 
据え付けのしかた- 


操作 y \。ネル(备部名称とはたらき)-巧 

操作 y くネル(温度調節)- 

操作パネル(スピード冷凍/タイマー)-巧 

操作 y くネ J レ(自動製か機の r 製か一時停止」と r 製か停止 J ) —— IF 

操作 y くネ J レ(製か皿おそうじ機能他)-^ 

操作パネル(おしゃべりガイド)-巧 

操作 y くネル(ポタン□ック/省エネ運転)-巧) 

冷蔵室-感 

冷(スピード冷却/スピード解凍)-# 

野菜室-0 

切替室-# 

冷凍室- m 

独立アイスルーム-0 

自動製氷機の使い方- @ 

自動製氷機のお手入れ-盛) 


• 省エネで'/ W / り一®新冷却方式探 巧。 


‘強力诚り一でおいしく急冷凍-急! 


• 高速循環フアンで'素早 < うるおい冷却。 


• 高速循環フアンで素早くうるおい解凍。 


• 拓縮機回賠数を抑え省エネ運起をしま 


す。（巧®ぺージ） 


見やすく押しやすい大きな画面とボタ 
ンで'操作性を向上。(な©，®ぺージ） 


てこの原理で、貪品がたっぷり入って 
いてち軽く開け 5 れます。 

(巧®，犀ぺ-ジ) 


それぞれの操作を音声で確認できま 

す。（に r ® ぺージ） 

rmmmm 

給水タンク I こ水を入れ、冷顧室 I こ t ッ 
卜するだけで、おいしい氷をたつぷ 
リストツク。（な®〜®ページ） 


扉の閉め忘れをアラームでお知5せし f 

ます。（な®ぺ-ジ） 

I 運起音を約 20dBI ごおさえました。 

《JIS C9607 規定の騒音試験じよる。 

僅温20で） 

無響室じて}令蔵庫前面か51 m、 床面か 
己1 m 離れた位置での騒音レベルです。 
据付場所や運転状況じよって騒音しベル 
は異なります。 

|€ 1^9 

I 爲藏室全体のイわなにおいを、冷気の通り道 
じ設置したエアフイルターのはた邑きじより 
けな臭します 0 



半ドアアラーム 


おしやべり（音声）ガイ 


トツテちラク A ツド J レ 


彌袁嚇作パネル 


ツイツ PAM ち巧方式 


もくじ 


お手入れ 




ご注意と点検 


©09^0 


活用ガイド 


© 




{女全のため 



使いはじめ 


の 


ご使用方法 

























































































まき上のご注意 



お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次の 
ように説明しています。 

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じるを喜や損喜の程度を、次の表示で区分し、説明しています。 

の表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性げ想定ちれる」巧客です。 

>の表示の欄は、「傷書を負う可能 I 年または物的損書のみげ発生する可能性げ想定さ 
る」巧客です。 1 


■お守りいただく内容の種類を、次の給表示で区分し、説明しています。（下記は給表示の一例です) 


[(S) 

N 

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 

i © 

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 


Ad D 
Ad d 


Ad d 


■コンセントや S 日線器具 
の定格を超える使い方 
や交流10 0 V な外での 
使用はしない 

(55 濟厳 


他の器具と併巧すると、分岐コン 
tz ントげ異常発熱して発义するこ 
とげあ U ます。 

♦定格15 A 上のコン tz ントを単 
独で使用してくだ'さし、。 

■めれた手で電源プラ 
グの巧き差しはしない 


(^) 


めれ手禁止 



■電源コード•電源プラグを 
破損ずるようなことはしない 

0( 傷つけたり、加工したり、 V 
熱器具に近づけた U 、 無理^ 
じ曲げたり、ねじったり、 I 
引っ張ったリ、重いちのを I 
載だた U 、 冷蔵庫で巧しつ/ 
けたり、まねたりしない / 


■可燃性ガスび漏 
れているとをは 
冷蔵庫に触れず 
窓を開けて換気 
ずる 



〇齡 




傷んだまま使巧すると、感電•ショート•义ドアスイツチなどの、電気 
災の原因じな U ます。 接点の义巧で引义爆発し、 

♦電源コードが電源プラグの修理は販売店に义災が、がけどの原因じな 
ご相談くだ'さい。 リます。 


■電源プラグは根元まで 
確実に差し込む 

巧 


〇特〇 


■電源プラグはコードが 
下向きになるよう差し 
込む ドつ 


差し込みが'不完全ですと、感電作 
発熱じよる义災の原因じなります。 
♦傷んだ'電源プラク''、ゆるんだ'コン 
tz ントは使巧しないでください。 


4 


感電の原因 I こなリます。 


逆に差し化おとコードに無理げな 
なリ、ショート•過熱し、感電- 
発义の原因になります。 


■電源プラグのほこり 
は定期的に取る 


〇 



電源プラブにほこりなどげたまる 
と、湿気などで絶縁不良とな U 、 
义災の原因になります。 

•電源プラグを抜き、乾いた巧で 
拭いてください。 

■冷蔵庫の上に水を入 
れた容器を置かない 


A □□令 

■自動製氷機の機械部 
には手を触れない 




接触禁止 


製氷皿げ回起したとき、けげをす 
ることげあります。 

■本体や庫内に水をか 
けない 



水めれ禁止 


巧励 



こぼれた水で電気部品の絕縁げ悪 
くな U 漏電し、义災•感電の恐れ 
なおります。 

■引义しやずいものは 
入れない 


水めれ禁止^^^ 

電気絶縁げ低下し、感電-义災の 
恐れげあ U ます。 

■薬品や学術試料を保 
巧しない 


0 


/Ll_rn J 

命広 



0 


禁止 - 

ベンジン-エーテル • L P ガス- 
シンナー-接着剤などは引义爆発 
する盾険げあ U ます。 

■湿気のをいところや 
水のかかるところに 
は据え付けない 



厳しい管理の必要なちのは、家庭 
用冷蔵庫で保をできまだん。 

■分解-修理-改造は 
絶巧にしない 


鐵 


水めれ禁止 





分解禁止 



電気絶縁げ悪くな U 、 感電が义災 
の原因になります。 


発义したり、異常動作してけがを 
することがあリます。 

♦分解•修理げ必要なときは、販 
売店へご相談ください。 


■冷蔵庫の上にものを 
置かない 




窮 


扉の開閉などで落下し、けげをす 
ることげあ U ます。 

■可燃性スプレーを近 
くで使わない 


0 


飯创 


f 


ドアスイツチなどの電気接点の义 
巧で弓 I 义する盾険げあります。 

■扉にぶ5下びったり 
弓 I き出し扉に乗った 
りしない 


0 




倒れたリ、手をはさんだ'リして、 
けがをすることがあ U ます。 

■アース（接地）を確実 
に行う 


e 


アース 線接続 


ア-ス端引 


た P - ユ铸轿かじ 


故障などじよる漏電じより、感電す 
る恐れげあリます。 

♦アースエ事は、必す'販売店に依頼 
してくださし、 (0：^© ぺージ） 


安全上のご注意 







ま全上のご注意 


りヴき） 


必ずお守りください 


■地震などによる輯倒防 
止の処置をずる 


〇 



A □□夕 

■庫内打は指定のものを 
使ラ 

〇 W |= 


■庫内灯を交換ずるとき 
は必ず電源プラグを 
巧く W ― 


處典 


転倒し、けげの原因になります。 
(に r © ぺ-ジ） 

■製品の異常や故障のと 
きは電源プラグを巧 
き運転を中止ずる 


指定外のちのを使ラと、 火災の 抜かす'じ作業すると感電がけげをす 
原因になります。（に r ® ぺージ）る恐れ方部ります。（にぺージ） 


■お手入れの際は必ず 
電源プラグを巧く 


■廃棄処分ずるときはド 
アパッキングをはずず 




■冷凍室と r 冷凍 Jr ソフト 
冷凍」 nr - シトル」「か温」 
r チルド」設定の切曾室 
にびん類を入れない 


A □□夕 

■冷凍室と「冷凍」「ソフ 
卜冷凍 J 設定の切替室の 
食品や容器をめれた手 
で触れない 


0 ^ ® 

禁止 L --^' 接触禁 ii 


中身げ凍って割れ、けがをするこ 
とげあ U ます。 


接触禁止/ \\ 4 
凍傷じなる恐れげあ U ます。 
(特にを属製のちの） 


■最下段の引き出し扉を 
開けるとさはを蔵庫に 
足を近づけずすない 

§晰 

扉を引き化したとき、足の甲など 
I ご当たり、けがをする恐れげあり 
ます。 


r こんなとまは 


塗装面に傷び 
ついたとさは 


放っておくと、さび夕 
発生しますので、早ろ 
I こ処置してください。 


さびが L 
、早が> 


瞄単な処置方法】 
♦小さな傷は シールを 
は^3 。 

♦大ぎな傷は、防水1年 
のある壁紙をはる。 

^さは紙やすりで^ 

I 落としてな S J 


GC ? 





© 


停電したときは 

扉の開閉を減5し、新たな食品の 
保をはさける。 



長期間使わないときは 

電源プラグを扳いてむ5庫内か自動製 
氷機（にページ）を掃除し、2〜 
3日間扉を開けて乾燥させる。（カビ、 
ニオイの防止） 



一度電源プラグを抜いた 
あと、すぐに差し込んで 
も1份間は圧縮機の運転 

をしません。 户 ~X 

ただし庫内び化分し文"-一！ 

冷えていないこご 
場合は、約 3 〇 、 

秒で運転を開 ^で^^ 

始します。 —^ 


Ad n ^ 


■食品は棚より前に出 
さない 


0 


■ジャンボダブルポケット■におったり変色した 
前列には底まで入5な 食品は食べない 

いビン類は入れない 


心よ尹 


0 



0 





大きなビン類などを無理に入れる 

ビン類などげ引っ掛なって落下と、扉開閉時 I こ落下し、けげをす腐敗じより、病気の原因 I こなるこ 
し、けげをすることげあリます。ることげあリます。 とげあリます。 


■冷蔵庫底面に手を入 ■傷付きやすい巧の上で 
れない は冷蔵庫下部の^^ 

車輪は使用しない 


0 


T 心つ 



0 %J 

禁止 ^ 

移動車輪じよ U 床材を傷付けるこ 
とげあります。 

• 傷付き作すい床では保護巧の搬 
などを敷いてくだ'さい。 


清掃するとき、底面 I こ手を入れる 
と鉄搬で手を切る恐れげあります。 


画2つむ上の扉を開くとき 
や他の人げ冷蔵庫に軸れ 
ているときは扉で指をは 
さまないか確かめる 

〇縣 

扉と扉のすきま I こ指をはさみ、け 
がをする恐れげあります。 


■引き出し式の扉を閉めるときは上 ■運搬ずるときは運搬用取っ手を 

面を持たない 持つ でみ. 


Q 



〇 


纏 


脚 


験 


扉の上面を持って閉めると、指をはさんでけが'をす取っ手外を持つと手げすべってけがをする恐れげ 
ることげあります。 あります。（に T 盛ぺージ） 


安全上のご注意(つづき/こんなときは 


e 












据え付けのしかた 


ムタ''な電気代や 
騒音をおさえるためじ、 

正しく安全な据え付けを！ 

万一の地震にそなえて 

• 背面の左ちじ冷蔵庫用起倒防止ベルトを 
掛け、先端を丈夫な壁が柱に固定してく 
ださい。 

別売品：部品番号 R -826 CV 300 

標準価格870円（税別 ）X 2個使巧 
(平成12^9月現在） 

放熱スペースをあける 

♦冷蔵庫は食品を冷がすため、周囲なら熱を煎化し 
ています。國のように左ち日. 5 cm 、 上部 ScmbLb す 
き間をあけてください。 

♦背面は壁 I こ付けられますげ、振動音げ化るときは、 

壁なら離してください。また、圧縮機周辺の空気の 
城荒じより、壁材げ黒く変色する場合げあります。 

♦冷蔵庫側面なら煎熱しているので、固囲の壁，棚 
等げ暖かくなることげあります。側面の隙間は、 
なるべく大きく確保してくださし、 

♦冷蔵庫の上じちのを置なないでください。 

熱気 • 直射曰光の当た5ないところ 

♦冷な)力の低下をおちえ、電気代の厶夕''を防ぎます。 


— け 


湿気が少なく、風通しのよいところ 

♦さ CF の発生をおさえ、電気代のムタ''を防ぎます。 

床が丈夫で水平なところ 

♦調節脚を下國のよラに矢巧の方向に回して床に着け、 
水平に固定してください。不安定な据え付けは、起倒 
作騒音•振動、扉の下 U の原因 I こな U ます。 

♦冷蔵庫底面の熱じよ U 変色する恐れのある、じゆラた 
んが畳-フ□ーリンブ•塩化ビこール製の床材など 
の場合、または床げ弱い場合は丈夫な木板を敷いて 
くださし、。 

固定のしかた 

必ザ調節脚を床じつけ、か平に固定してください。 

1 脚カバーの両端を 
' 持って手前に強く 
引いてはす'す。 

P 調節脚（左ち）を 
矢印の方向に回し 
て下げる。 



アース （接地） について 

万一の感電防止および雑音障害を防く'たが I こ、ア 
ース（接];也）することをおすすが)します。なお、次 
のよラな場前こ据え付ける場含は、必すアースをし 
てくだ'さし、 

• ±間や洗い場の床など水気のあるとこ S 。 

• 地下室など湿気のあるとこ5。 

• その他水気が湿気のあるとこ5。 

•アースのしかた 

アース線を背面下部のアース取り付けむじ （® 記 
号）と電源コン tz ントのアース端子に接続してく 
ださい。 

専巧コン tz ント 
交流100 V \ 

定格 15 Abl 上 j 


アース端子 



ァー飞線 
(銅線直径 1.6 rmi ) 


別売品：「アース線 （2 占 m )」 

部品番号 NW -60 R 6 52 

標準価格300円（税別） 
(平成1が9月現在） 

•アース端子がない場合 

お買し化げの販売店にアースエ事 （ D 種鐵也工事 
有料）を依頼してください。 


接続してはいけないところ 

• 水道管（感電の危険） 

• 肪管 (爆発の危険） 

♦電話線や避雷針のアー：:^ (落雷のとき危険） 

V_ y 


♦漏電しゃ断器について 

特に水気の多し N 場所願店、豆腐店など常時床面に 
水気のあるとこ 5) I こ据え付ける場含 

アー：:^の他に漏電しゃ断器の設置び義務づけ5れ 
ています。詳しくはお買い上げの販売店じご相談 
ください。 


信周節脚ち I を失印の方向に I 調節脚过 を失印の方向に 

回して調節してくた ' さい。 回して調節してく运さい。 


•題の 

♦冷蔵庫の設置が巧じより、電話機•インターホン•ラジオ•テレビなどじ雑音が入ったり、映像が乱れたり 
することがあります。このようなときは、爲藏庫の本体および電源コードと他の機器をできるだけ離すか、冷蔵庫を 
アース（接地）ずることをおずずめしまず。 冷蔵庫の影響を受ける距®をは、電波や設置の状態 I こより異なります。 
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{女全のため 


据え付けのしかた 
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使いはじめ 


冷蔵庫は、「貪品の鮮度をよくするちの」ではなく、あくまでち「貪品が傷おことじある程度のブレーキをかけ 
るちの」です。取扱説明書 I こおって正しく使用し、適切な貪品管理を瓜がけてください。 


庫内を清掃ずる 

しめ S せた柔 S 巧い巧で。 


専用コンセントに 
接続ずる 


はじめに 




上手な食品 
の入れかた 




ずを間をあける 

詰め過ぎると\冷気の流れ 
び悪くなります。 

庵皆 


冷気の吹き出し□を密閉して 

度1さがくなし、 ラップか密閉客器を利巧す 

冷気の流れび悪くなります。れば、乾燥やじあい移りを 

防げます。 I , 


が 





充分冷えてか5食品 
を入れる 

プラ：:^チックのにおいは庫 
内び冷えるとなくなります。 


驗 


電源 100 V 
定格 15 Abl 上 


食品は清潔に 

食品じは、意外に多くの汚 
れ巧'付いています。 



/ 夏場など外気^ 


温の高いとき 

Hu- 

は\食品な充 


分に冷えるま 


で24時間く己 

1 」 

いむなること 

1 _^ 

\があります。ノ 


大量の食品を入れる 
時は冷ましてか5 

温むい食品を大量じ入れると、 
庫内の温度び上びり、電気代 
のムダじなりますので、冷ま 
してむ5入れることをあすす 
めします。 




新たな食品を重ね 
ない 

冷えていた食品の温度び上 
びります。 ， 




自動霜取りについて 

(霜取り操作は不要です） 


>冷却器じ付いた霜は自動的じ溶けます。溶けた水は薰発皿じたまり、自動 
的じ薰発します。 

UIS (日本工業規格）では霜取り中および霜取り終3後の冷凍負荷温度（食品 
温度）の上昇び、 5 で政てと規定されています。 


食品のわ蔵場所 
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□□□□□□□□□□□□□□□□寺 
□ □□□□凹 


DDDDDDDDDDD 


、□□瞬 

DDDDDDDD 脚□□□□回 

□□□□□□□み 

□ □□□□□□□□田□□□□い 

局囲温度 30 で、各室温度調節を「中」じして、食品を入れす'じ扉を閉め、安定したときの目安です 


庫內①食品温度のはかり方 

冷蔵庫は、」にに基づいて厳重な品質管理のちとで生産していますび、庫内の温度は冷廟軍の据え付けが態か外 
気温、使用祭件などじより変化します。しなし、庫内の食品は、8割前後び水分であるためじ比熱び大きく、そ 
の温度は空気のようじ大きく変化はしません。従って、一般の空気温度をは巧る温度計では変化のかない食品温 
度の測定びできません。そこで、空気温度の影響を受けじくく、食品に近い温度を示すく冷蔵庫用温度計>を発 
売しています。 

ご購入の際は、お買い上げの販売店じご相談ください。なお、一般のアルコール温度計で庫内の食品相当温度 
をは巧る場合は、冷蔵室中段の棚の中央に約 lOOmL の水を入れた客器を置き、感温部を3時闇まど浸してあくと、 
食品に近い温度び得5れます。 

♦冷蔵庫用温度計の測定値は、扉開閉頻度-外気温-設置場所-庫内の冷気対流-圧縮機の運転か停止などの影 
響を受けて変化しますので、冷蔵庫巧温度計の取扳説明書をよく読んでお使いください。 
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愚 操作パネル (各部ち输とはた6き) 


>電源プラグを差し逆んでむ5約5秒間は、すべての表示び点なします。 

>据え付け時など庫内び冷えていないときは、温度表示部に 「 H 」 を表示します。尚、冷蔵室 
は約13で1 处下、冷凍室は約〇でが^下じなりました5、数きで庫内温度を表示します。 

> rH 」 表示む5温度表示に変わるまで約4時間むなります。これは周囲温度25で、庫内に食品 
を入れす'じ扉開閉をしない時の目安です。また夏場など暑いときか、冷えていない食品を入 
れると、半日 L 斗上む巧ることげあります。 , 


■ スピード冷却の開始と停止 
■ ボタン□ツク 
■ スピード解凍の開始と停止 
■ 省工^運転の開始と停止 
■ スピ-ド胤東(が-ド製氷)の開始と停止 
■ おしやべリガイド「入」「切」 


(巧藥ぺージ） 
(な©ぺ-ジ） 

(に r 藝ぺ-ジ） 
(巧©ぺージ） 
(な©，雷ぺ-ジ ') 
(に r © ぺージ） 



(□□□□□みた□□□□み 


■ アラー ム 「 A 」 「切」 

■ 切替室の設定 
■ タイマーの設定、開始と停止 
■ 冷蔵室-冷凍室の温度調節 
■ 白動製氷機の 

「製氷一時停止」と r 製氷停止」 
■ 製氷皿おそラじ機!目 


(〇:^婚ぺ-ジ) 
(なぺ-ジ ') 
(に r © ぺ-ジ ') 
([〇"©ぺ-ジ') 
(な©ぺ-ジ ') 

(広"®ぺ-ジ ') 



使いはじめ 
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操作パネルで次の操作をずることができまず。 



操作パネル含馨称とはたら麦 


ご使用方法 
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• □□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□齡 
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G お知らせ） 

♦庫巧温度の表ホは 、 JIS (日本工業規格）で定められた庫巧の測定場所 I こ置いた食品の温度を推定して表ホしてし 
ます。目安としてお使いください0また夏場など喜いときに、冷えていない食品を多量に入れたリ、頻繁に扉聞 
閉をしますと庫巧温度げ上昇し、実際の食品温度よリ高い温度を表示することがあリます。このときじは、扉 G 
開閉をなるべく少なくしてください。 

♦庫巧温度げ高い時 I こは 「 H 」 を表ホします。このときじは、扉の開閉をなるべくかなくしてください。 

♦庫巧温度げ低い時には 「 U を表示します。しばらく様子を見て、それでち 「 U を表示しているときじは、温匡 
調節を「弱」側に設定してください。 

♦霜取り中およひ'終3後は、庫巧温度げ上昇し、一時的 I ご表ホ温度げ高くなります巧'、冷却運転ととも I こ徐々 I こ5 
の温度 I こ戻ります。 
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□ □□日日日日日日日日日日日 □□□ 

♦冷屬室温度調節を「弱」側じしてください。 

♦冷屬室温度調節が「強」のときは、「中」じ戻してください。特に r 強」設定時には食品や給水タンクの水が凍結 
しかすくなります。 

•周囲温度が日でじ I 下のときは、各温度調節を「弱」じすると、凍りじくくなります。 

♦酵菓室の底面に葉もの類を寝なせて入れた場合、まれに凍結することがあります。食品包装巧卜しイなどを敷 
いて入れてください。酵菓室は客器の局りな5間接的に冷却しており、客器底面の温度が低くなっているため 
です。 


懲操作パネル(温願航 

冷蔵室-冷凍室は通常、『中』の位置でお使いください。 

温度を変えたし儒 S 3 ボタンを巧し、お喊みの位置に合わせてください。 
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お知5せ 


•タイマーの使用中は\温度調即はできません。 

♦ボタン操作を約1巧少間中断すると、自動的にタイマー設定前の状態に戻ります。 
• タイマーの精度は±2%です。 
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操作パネル S 農調節) 


ご使用方法 
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脇室 11 


タイマー 
スタ-卜/化ツト1 
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高さかわるん棚（上 2 段) 



食品の高さや使い方に合わせて調節できます。 
•棚の奥をかし持ち上げ手 
前に引き出すと取り出せ 
ます。 

•お好みの位置に合わせ棚 
を奥面に当たるまで押し 
込んで下さい。 

参局さ巧わる/V棚（上2段） 


じ、 14kg 政上のものを載せないでください。刪げ 
変形したり、割れたりすることがあります。 



□に r ⑩□ □□□み 



高さかわるん棚(下段左) 


♦普通の刪として 



♦その場で刪をひっくり返すと 
背の局し^食品巧入ります。 



参最下段で刪をひつく U 返すと 
よし J 背の高い食品が入 U ます。 
(牛乳 /\D ック等） /— 



•高さなわるん棚（下段左）じ、上のものを 
載せないでください。刪が変形したり、割れた 


し J することがあ U ます。 

(お知5せ） 

♦外すときは手前をかし持ち 


上げて前方に引きます。 

(ち側奥に： I トツ/ -げあります) 




水温室 


レ^曰魚介類や肉類の辭度を鳥寺ちさせる、約一 rc 
ノ JVnn 付近城品度帯です。 

♦氷温クースの開閉は、國のよラに取っ手部を持って巧 
なってください。取っ手部政外に手をなけて巧なラと、 
指をはさんでけがをすることがあります。 




氷温クー ス 


段差 


•冷蘭室扉を閉だ)るときは、氷温クー::Iを巧し込んだが 
態で閉妨てください。クースを引き出したが態で扉を 
閉めると、クースや食品を破損することがあります。 
•豆腐-こんじやく-ヨーブルトなど水分の多い食品を 
氷温室に入れないでください。食品が凍結します。ま 
た、クースじは3 kg 政上ものを入れないでくださし、。 
割れることがあります。 


C3MBI 


♦高さむわるん棚か固定棚に、ビン類や食品容器を載せる場合は、庫内なを覆っているランプカバーに 
強く突き^てないでください。ランプカバーび割れることげあります。 


■ずみずみまでたっぷり収納でをる 
新鮮冷蔵室 






□□□□□□□□□□□□□み 


♦固定刪に、 7kg 政上のものを載せないでく 
ださい。棚が変形したり、割れたりするこ 
とがあ U ます。 


操作 /\D ネルのスピード冷却ボタンを押して動 
作する「スピード冷却」と、スピード解凍ボ 
タンを巧して動作する「:：^ピード解凍」があ 
ります。（詳細はに T®，® ページ'「スピード 
冷却」/「スピード解凍」をご覧下さい。） 


A □□み 


>ポケットに不安定で倒れやずいビン類や宙 
類を立てて入れない 

落下して、けがの原因じなります。 


• ジャンボダブルポケットにボトル類を無理 
に入れない 

扉の開閉でポク、ソトがはザれたり\ボトル類 
が落下して、けがをする恐れがあります。 


棚はミ夫め5れた位置 LU 外では使用しない 

刪のストッ /\D — がきな寻、刪や食品が落下し 
かすくなります。 



•持ち上げ、手前に引きはザします。 

>取り付けるときは、逆の操作をします。 



>下へ移動する時は、扉側の凸部と凸部の間にポク 
ツトささえ部（上）を挿入し、下へ下げます。 


扉側の凸部 



500 mL ぺツトボトルかマ 
ヨネーブ50 Og のチューブ 
がつたまま入 U ます。 



ポク、ソトささえ部(上) 


500 mL 生が立ったまま 
上下に入ります。 



►卵クー::Iじは、卵を巿販のパックのまま入れるこ 
とができます。 



卵クー:^ 

♦卵クースを裏返しじすると、小物ポクツトとして 


も使えます。 




^^1 


卵 クース 


巧 



ポケット（中段) 




スピード冷却/スピード解凍フアン 


局さかねるポケツトを" p \ 


高さかわるポケットを上へ 



□□□□□□□□ 


□ □□□□□□□ 


□ □□日日 □□□ 


高さかねるポケッ 


ご使用方法 
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(スピード巧却/スピード解凍) 
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吟ぃ^ 吟^ぃ吟^ぃ吟 
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•乂•轉 □ □□□□□□皿 □□□□□□□ 45 □□□□□□□□□み 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□が 

• □3□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□齡 

• □□□□□□□□□□□□田 
□ □□□□□□□□□□□田 


3. DDDDDDDDDDDDDDDD ©DD D D ©□□□□□□□□□々 
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G お知5せ） 


© 


• 霜取り中はボタンのランプと:ピード冷却/:ピード解凍マークは点むします巧\それぞれの運転は巧いません。 
霜取り終3後、自動的にスピード冷却/スピード解凍運転を巧います。 


■すみずみまでたっぷり収納でをる 
新鮮冷蔵室 


冷蔵室 



♦ □□□□田□□□□□□□□□□□み 

• DDD 3 DDDDD 20□□□□□み 
DDDDDDDDDDDDDD ^ 

♦□□□□□□□□□□□□□□□□□み 
DDDDDDDDDDDDDDDD 
•□□□□□□□□□□□□□□□□□み 
DDDDDDDDDDD ^ 



1. 熱いちのを入れて固囲の食品への影響はないのな？ 

温ない食品の風下では若干温度が上がりますが\一時 
的で影響はありません。 

2 . 庫巧の棚の耐熱温度は何でまで？ 

約己0でです。調理直後のやなんや\なぺをそのまま入 
れす\別客器に移してな5入れてくだ'さし、。 

(高温のものを入れると割れたり\変おするおそれがあ 
し J ます。） 

3. 「スピード冷却」すると庫巧が冷えすぎるのでは？ 

ピード冷却は庫内温度（約]〜4で）の冷気を循環 
きせるので、それ臥下に冷えすぎることはありません。 

4. 「スピード冷却!」すると食品が乾燥しかすくなるのでは？ 

そのままで保をすると乾燥しやすく\じおい移りや衛 
生面な5もラップをすることを強くおすすめします。 

日.「スピード冷却」で片側じだけ風を向けると反が側の貪品 
温度があがるのでは？ 

片側へ風を吹き化すと\冷気は渦を巻くようじ反対側 
じ向なうので\庫内温度は巧一化され\効率良く冷却 
できます。 





ちっと知りたいスピード冷却 


□ □□□□□□□□□□ 
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ご使用方法 




































































野链 


■かがまず見渡せ、サツと取れる、 
まんなか野菜室 


こ①野菓室は、低温に保つことで野菓が休眠が態となり、野菓①老化とビタミンじの 
低下となるェチしンガスの発生を抑えます。 



•嚴菜クー：:^こ、 15 kg が^上のものを入れない 
でください。クー:^び変形したり、割れた 
りすることびおります。 

•嚴菜クー::^じ食品を入れるときは、：ライ 
ドノ」、物クー:の下面より上に食品び止!ない 
よラじしてくださし、。食品か::^ライド小物 
クー：を破損することびあります。 

スライド小物クース 


输) 


ゴ 


雨 


りース 


>細長い嚴菜ち立てて収納で 
妄ます。 


仕切りワイわ一 


1 



2 L のぺツボトル-ビール大 
ビンや背の低い根菜類-葉菜類 
などの樹到れ防止に。 


野菜類をたくさん保をしたいときは、 
手前に立ててくださし、。 


• 仕切りワイわ一内には高 
さ31 C の]^^上のちのは入 
れないでください。扉の 
開閉ができなくな U ま 
す。扉げ確実に閉ま5な 
くなります。 

• 特にぺットボトルじは、 
高さの高い種類げありま 
す。まちボトルのキわツ 
プげ緩んだままですと、 
扉の開閉げできなくなる 
場含げあります。 


© 


•仕切りワイわ一内は温度び高めです。ビールなどを早く冷かしたいときは、冷蔵室か扉ポクッいこ 
山入れることをあすすめします。 

♦嚴菜の量か種類じよって、スライド小物クー：:^の底面か野菜クー：:^カバーに結露することびありま 
す。みきんなどで拭き取ってください。 

• 水洗いした嚴菜は、よく水気を切ってむ5入れてください。 

♦長ねぎ•じ S •わけぎなど\他の食品へのにおい移りび気になるものは、ラップをして保をしてく 
ださい。 

• 野窠室に入れた野窠が乾燥する場含は、ラップをしてください。 

♦転倒する恐れのある背の高いビン等は、仕切りワイわ一内 L 处外じは入れないでください。 


野粟室 



>スライド小物クース到3ザして使うと、野菜室の温度が低くなり、まち 
局湿を"!呆てませ/ U 。 

>スライド小物クースじ、5 kgU 上のちのを入れないでくださし、クース 
が変形したり、割れちりすることげあります。 


野菜クースを覆い、クース巧を高湿に保ちます。ラップをすると新鮮さげさ51こ長持ちします。 


• 野菜巧5嘉発する微量な水分で高湿が態を保ちます。野菜巧'かないときや、包装されち野菜げ多い 
ときは、高湿が態を保てない場台げあります。とくに野菜がかないときや、水分暴觀のかない野菜 

は、ラップをすることをおすすめします。 

が MW 

• ニンジンやダイコンなどを切ったまま入れますと、傷みやすいのでラップをしてください。 

• ホウレン草などの葉ちの類は、水洗い後水気を切って巧5保ちしてください。 


お知5せ 


野菜の貯蔵可能日数や鮮度は、野菜の種類や冷蔵庫に入れるまでの保釘犬態じより異なります。 
低温障害を起こしやすい、なす-きゆうり-ピーマン•南国産の果実などは7〜13でく 5いげ i 
ですので冷蔵庫の野菜室で锅享するのじは向いていません。常温での保ををおすすが)します。 



■ 野票室の扉を閉めるとさは上面を持たな 
い 

扉の上面を持って閉めると、指をはさんでけがをすること 
なおります。 



■ 野票室扉を引き出した犬態 
で扉にのったりぶ5さがっ 
たりしない 

冷蘭庫が倒れたり、扉がはザれたりし 
てけがをすることがあ U ます。 


野菜は、切5すじ時蔵したほラが曰ちちします 

貯蔵してはいけない食品 

貯蔵しなくてちよい食品 

バナナ • ^ □ン-パパイわ-パイナップル-アボガ 

カボチ • ごぽラ-玉ねぎ-いも類-じんじく •根 

ドなどは、熟成び進みじくくなり、変質することも 
あります。 

なお、食べる前に冷蔵庫で冷かすことは差し支えあ 

しよラびなど。 

卿 

りません。 ^ 

，參 

解 

J 
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mm 


仕切りワイヤー 


トツテもラク八ンドル 


野菜スタン 


局;显のしくみ 


野菜 ケースカバー •お手入れの必要はありません。 


野菜ケース 


スライド小物ケース•••くだものや小物野菜の貯蔵に。 


ご使用方法 




























































































































切替室 



A □い 

■ r 冷練 Jr ソフト冷康 J 設定時は、食品や容器をめれた手で触れ 
ない 

凍傷じなる恐れがあ U ます。（特に金属製のちの） 

■ r 冷凍」 r ソフト冷凍」 r パ-シャル」 RK 溫「チルド J 設定の切替 
室にビン類を入れない 

中身が凍って割れ、けがをする恐れがあります。 

■ 切替室の扉を閉めるときは、取っ手を押して閉める 

扉の上面を持って閱めると\指をはさんでけがをすることげあります。 

■ 切曾室の扉を開けるときは、ストッパーの位置で止める 

^扉やクースが落下し、けがをすることがあります。_ 


切替ケース 


♦貪品の種類 I こより液晶操作/巧ルの切 
誓室設定ボタンで r 冷凍」 r ソフト冷 
凍」 r パ-シわル」「氷温」「チルド」「冷蔵」 
「フイン」のいザれ巧に切り誓えて、 
お使いください。 


クースじ 5.5 kg 政上のものを入れないでく 
ださし、。クー：^び変形したり、割れたり 
することびあります。 



C3MD 


•クー::^面よリ上じ貪品を八れないでく 
ださい。 

♦クース上部の冷気吹き出し□をみさ 
ぎ、冷えが悪くなることがあります。 
♦扉が確実に閉ま5なくなり、露が付く 
原因じなります。 

•設定を切り替えるときは、その温度 I こ 
適した貪品の入れ替えを行ってください。 
•切替室 I ご水気のるい食品を入れるとクース 
や庫内に結露することがあります。みきん 
などで拭き取ってくださし、。 

クース端面 冷気吹き出し □ 



クース I 

庫内 


切り替えかた 


操作パみレの切替室設定ボタンを押して切リ替えてくださし、。 
切替室設定ボタンは、1回押すたびじアラームげ"ピ、ソ"と鳴り、表 
示巧'切り替わります。 

(但し、冷凍のときは"ピピ、ソ"と鳴ります。） 

• 表术は、冷凍^ソフト冷凍^パーシゎル^氷温>了ルド^冷蔵^ 
ワイソー冷蔵ーチ J レド ••• 

と往復すじ切り替わります。 

• おしやベリ乃'イド設定中は、切り替えるちびじ切替室の設定を音 
声で'お知5せします。 

• 据え付け商ん冷凍に設定してあります。 

• 電源プラブを抜き差ししたり、停電な £) 復帰したあとはちとの設 
定位置じ戻ります。 



■ く 5しに合わせて食品を貯蔵。 




冷ず（約-17で） 


>冷凍食品のまとめ買いがホームフリージンク''の多い 
ときは、フリーザーとして活巧できます。 

>署し脂肪分の高し、アイ : X つ リーム等は、冷凍室で祗 
蔵することをおすすめします。 


ワイン 


チル 


パーシャル 




パーシャル（約—3—5で ） 


♦肉が魚、その加工品（ハム•ソー tz —ジなど）を微 
凍結が態で保をします。 

• 微凍結するので一尾魚やブ□、ソク肉などに適します。 


ワイン 


チル 


C W 


パーシャル 






こルド{約〇〜2で） 


>練製品がヨーグルトなどの食品のおいしさが鮮度を 
保つ、約1で付近の温度帯です。 


■ワイ; 




チル 


パーシャル 


ソフトち凍 


©霸 


ワイン{約6〜8で） 


♦ワイン（白ワイン•□だワイン•シゎンパンなど） 
を飲み頃に冷がしたいときじ。 

♦ワインの長期保をじは向きまだん。長期保をじは専 
巧のワイン tz ラーをご利巧ください。 


ワイン 


チル 


パーシャル 


ソフトち凍 


♦ 


a 


ソフト冷ず（約一 8で） 


「冷凍」よリち保を期間は短くなリますげ、硬く凍ら 
だないので使ラときじ包 T で切れ、解凍時間ち「冷凍」 
と比べると短くなります。 

•食品の種類じよって、硬く凍結する 
こと巧あります。硬く凍結した場含、 
日〜1日分程度室温解凍すると切れ 
かすくな U ます。 

•アイスクリームは冷凍室で、巿販の 
冷凍貪品は「冷凍」または冷凍室で 
保ちしてください。 


ワイン 





ソフトち凍 



(約〇〜 一 2で） 


♦肉が魚、その加工品（スライスハム•かまぼこなど） 
を凍結させす' I こ保をします。 


ワイン 


蔵_ 

lEI 


开ル 


ソフト冷凍 




冷蔵（約3で 


>飲み物をたくさん冷がしたいときがまとめ買いで冷 
蔵室 I こ入りきらないときじ。 

>較菜を保をするときは、乾燥し和すいのでラップを 

して下さい。また低温障害を 
起こし作すい、きゆラリ作な 
す-ピーマンなどは保 i 享 I ご向 
いていまだん。 





♦ r 氷温」「チルド」設定でち、水分の多い食品は凍るこ 
とげあ U ます。 

♦ r パーシゎル」「ソフト冷凍」設定では、食品に含まれ 
る糖分*塩分が脂肪分*水分などの含有量 I こよって凍 
結の程度げ変わります。 

♦温度設定を「冷凍」「ソフト冷凍」じ切リ替えた後すく' 
I こその温度にはなりまだん。約15分し处上待ってなら食 
品を入れて下さい。「冷凍」「ソフト冷凍」なら他の設 
定 I こ切 U 替えたあとは、す<1こ食品を入れてち差し支 
えはあ U まだん。 

• 切曾室の温顧受定状態じよって電気代は変わります。 


切替室 


ご使用方法 



















































































































































雌を駐 


wmm — 

巧 ® Q Q Q 



冷凍室 


a 


下段ケース 


乂フイドケ—ス乃にトレィ付 


►アルミトしイは左側にわソト 
してお使いくださし、。 

► :イドクース巧に、5 kg 臥 
上のものを入れないでくださ 
し、。クースげ変形したり、割 
れたりすることげあります。 


mmmm ■■■■た 


大きな食品や長期間目宁蔵する食品を A れます。 

♦下段クーじ、 10 kg が^上のものを入れないでくだ 
さい。クー：:^巧'変形したり、割れたりすることび 
あります。 

♦下段クースの目安線より上に、食品が出ないよラ 
じしてくださし、食品がスライドクースに当って、 
扉げ確実に閉まらなくなります。また、食品か ::I 
ライドクース un ， 、 

を破損するこ 


とげあ U ます。 



:ライドクー ::I 


下段クー ::I 


食品収納部の目安線 


。□□□□□□□□□□□み 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□け 

□ □ □□□み 


Ad D □□□回 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□凹□ネ 
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□ □□□み 
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i^m 


□ □□み 


-□□□□□み 


□□□□□□□み□□□□□□□□み 


m 独立アイスルーム 


"■■■■，■■お 


巧⑩〇 ©□ □ □ 

fl 


独立アイスル I 




fl 

本-戸 




防音マツ 




U T 知 


氷の落下音を小さくします。 

♦防音7、ソトは取りはザさないでくださし、。 

♦7、ソトの下に氷片げ入り込んだ場台は、取り除し、 
てくださし、。 


貯かケース/アイススコップ 


け宁氷クー：;^じは、冷凍食品かアイ:;^クリームなどは入れないでくださし、。 
製氷び停止したり、自動製氷機の破損の原因じなります。 

►アイ:: I スコップ使巧後は所定の位置に戻してください。お氷部分に煎置 
すると、製氷を停止したり、自動製氷機の破損の原因じなります。 

►アイ：:^::^コップ収納部に氷などび入った場合には取り除いてください。 
アイ：;^:;^コップび淳き上びり、扉び確実に閉ま5なくなります。 



□ □□□□□□□ 


• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□田□□□□田□み 

• □□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□旅 
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冷凍室•独立ア V スルーム 


ご使用方法 
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^ □日日日日日日日日日日日日日□□イ 
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□田□□□□□□□□□□□喊 
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懲自動製氷機 の使いかた 
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自動製氷機の使いかた 


ご使用方法 
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部品のはずしかた•取り付けかた 


高さかわるん棚（上2段) 


左ちの奥を引っ掛けて 
ありますので、奥をか 
し持ち上げ、手前に引 
妄止!します。 _ 

取り付けるときは、奥 声 
面じ当たるまで押し込 
んでくださし、。 
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か温ケース 


に 







r T 


J '1 




! - ———J 




クー:: I をいっぱいじ引 
きおします。手前をか 
し持ち上げ、さ51こ引 
き化します。取り付け 
ると妾は、ドアを開け 
たが態でクースを押し 
込んでくださし、。 
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さかわるポケット/ポケット(上段も-中段-下段） 


ポクッ h の取り付けは固くしてありますので、、 

左ちの底面を軽く奕き上げなび5、ゆっくり巧し上げてく 
ださい。 

高さむわるポクッ h の移動のしなたは （0：^® ページ）を 
ご K くださし、。 
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ジャンボダブ j レポケッ 



ポクッ h の取り付けは固くしてありますので、 
左ちの底面を軽く奕き上げなび S 、 Kb つくり 
押し上げてください。 



野菜ケース-スライドル物ケース 
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扉の手前を持ち上げ、さ5じ 
ゆっくりと引き出し、扉を傾 
けます。 


3 



嚴菜クー::^を手前に持ち上げます。 
取り付けの際は、クー：:^左ち奥側 
の突起を扉枠の角巧に入れ、クー 
:みちを枠の上に乗せるようじ t 
ツ h してください。 






貯かケース 


手前を上げ、斜め上に引 
き化します。 

取り付けの際は 、クース 
の左ち奥側の奕起を扉枠 . 

の角巧に入れ、クー：;^前 / 
側は引掛部にはめ逆んで哭起 
t ッ h してください。 


切替ケース 



引掛部 


角巧枠 


手前を上げ、斜め上に引 
き止!します。 

取り付けの際は 、クース 
左ち4ク巧の突起を扉枠の 
角巧に入れ、 勺一 ZK もち 
を枠の上に乗だるよラ 
にわ、ソ h してくださし、。 
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扉を開け、國のよラに 
ライドクー:^を引き 
止!します。 


下段ケース-スライドケース 
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扉の手前を持ち上げ、さ 
SI こゆっくりと引き化し、 
扉を床じ着けます。 
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下段クー スを 國のよラに持ち上 
げます。取り付けの際は、クー 
:左ち4ク所の奕起を扉枠の角巧 
じ入れ、クー：:^ろちで枠を抱ぇ 
逆むよラに t ツ h してくださし、。 



:ライドクー ::I 
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■取り付けかたは、はずしかたの逆の II ?で行しぶす。 

■冷蔵室品は扉を90度開くだけで、部品の取りはずし•取り付けびできまず。 


部品のはずしかた•取り付けかた 































































































































■ふだんは、か5拭きで。 

■年1回は電源プラグを抜いて、棚やケースをはずしてお手入れを。 


♦巧のものは使わないでください。 

•台所巧洗剤の「家庭巧品品質表示法に基づく表示」の「液性」欄に、アルカリ性または弱アルカリ性と記載さ 
れている洗剤。（プラ：:^チック部品び割れたりプラ：:^チック表面を黄変させることもあります） 

• みびき粉-粉せっけん-石油-熱湯-たわし•酸-ベンジン-シンナー-アルコールなど。 

(塗装面かプラ スチック を傷めます） 

•漂白剤 

♦食用油び付いたときは、必す'拭き取ってください。（プラ：:^チックび割れる恐れびあります） 

♦化学ぞラきんをご使用の際は、そのミ主意書きに従ってください。 

•食品などのミ十び扉表面じ付いた場合は、す<1こ拭き取ってください。鐘 y たり、変色することびあります。 
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階段の踊り場などで向きを 
変えたいとを 

♦一度本体を起こし、回転用手巧け部を持ってゆっ 
くりと押して回します。（傷の付きやすい床では保 
護巧の板などを敷いてくださし、。） 



回乾用手かけ部 



取っ手（手かけ部） 取っ手（手かけ部) 

を持つ。 を持つ。 

♦扉が開なないようじ、テープでしっ巧り固定 
してくださし、。 



巧動-運搬のしかた 


移動 • 運搬のまえに 


移動ずるときは 

調節脚を上げると、簡単に動なせます。床げ傷つき作 
すい場含はシートなどを敷いてください。傾けて移動 
するときは、給水タンク•製氷皿作壽発皿の水をこぼ 
さないよラじするた故、次の操作をしてください。 


1給 

■巧' 


zK タンクをはザし、冷凍室扉 
閉まつていることを確認、しま 
す。 

P 冷凍室扉を閉めたまま、操作 
/\ D ネル内じある製氷設定ボタ 
ンを"ピピッ"と音巧'鳴る 
まで日秒じ1上巧し続けます。 

/約7秒後に"ピーピー…"の^ 

I アラームに変ねリます ) 

〇約3分して、"ピー"音げ鳴り止 

U んだ5冷凍室扉を開け、お氷 
クー:の水か氷を捨てます。 

4電源プラブを抜きます。 

5食品を取り化し、ち國の通りに 

^譲発皿の水を捨てます。 



っ強 

這 


旧毒 


回製氷 
おそラじ 


\154 

苗1 

、冷凍室)巧' 


□ □□□□□□み 


DDDDDDDDDD 

1排水□じ水を受ける客器を置き、排水栓をはす'しま 
す。 

P 排水□の中にドライパーなどを入れて、奧じある膜 
を強く突きあて破ります。（排水□巧5水巧'化ます） 

3排水□巧5水げ化なくなるのを確認して巧5、水漏 

^れ防止の為、排水栓を植実に締めてください。 


n n n 



□□□□□□□□□ 


♦排水後でも、運搬時 I こか量の水巧'こぽれる揚合巧'あり 
ます。冷蔵庫を傾ける前に、床に雑巾などを敷いてく 
ださい。 


移動-運搬のとさ 


CSD 

♦引き出し式扉の取っ手を、運搬 I ご使わないでください。破損の原因になります。 
♦車などで運搬の際は、横積みをしないでください。圧縮機の故障の原因 I こな U ます。 

( お知らせ） 

♦起居の場含、周波数 50 /60 H 之（ヘルツ）は共用ですので特別な鐵乍は必要ありません。 
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•ご相談窓□の名称、所在地等は変更になることびありますのでご3承ください。 一 F .12 —ィ 

MEMO 


□ □□日日日日日日日日日日日日日日日日日か DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

— 20-3 1 21 -68 _ _ 幽々1 20- 3121 - 11— 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□み 
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お客様ご相談窓口 


□ □□□み 

□ □□□み 

□ □□み 

化海道地区 

011 -833-5088 

札幌市白石区東札幌2条4一 1-10 

東北地区 

022 -232-5088 

仙台市宮城野区扇の1 -1-45 

関東-甲信越地区 

03-3834-8588 

台東区東上野2 — 7 — 5 (曰立家電上野ビル） 

中部地区 

052 -795-5088 

名ち屋市守山区川宮の5 5 (曰立家電守山ビル） 

関西地区 

078-43 1 -5088 

神戸市東灘区甲南の1 -3-8 

中国地区 

082-231-5088 

広島市西区觀音新町1 -7-1 7 

四国地区 

0877 -47- 1088 

お出市林田町4285— 143 

九州 • ミ中縄地区 

092-281-5088 

福岡市博多区店屋の7— 18 (博多渡のビル） 


保証とアフタ—ヴービス/お客様ご相談窓 □ 



ご注意と点検 
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上手な活用のしかた(っづき) 











































